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たものである。第 I 部で問題の整理を行ない，第 E 部から第N部では実践的資料に基づいた検討
を行なっている。そして，第V部では，本研究のまとめを行なっている。















































3 点をあげている。 1 点目は，接近行動の発現・展開に向けた外界認知行動の促進条件の検討であ
る。本研究においては，外界認、知行動の促進に関する検討を行なったが，外界認知行動から接近
行動への展開に関与する条件については検討できなかったことから，今後はこの点についての検
討が必要であること。 2 点目は，対象児(者)の拡大である。本研究では，ある程度の運動発現が
可能な者を対象とし接近・操作行動の促進を試みたが，今後は，運動面の制約が著しい重度・重
複障害児(者)へも対象を拡げ，検討を行なう必要があること。 3 点目は，探索行動の枠組みその
ものの検討である。本研究では，外界認知行動一接近行動一操作行動という枠組みを用いて探索
行動についての検討を進めてきたが，実践的検討の結果，接近行動の促進には事物操作が可能と
なるような状況設定が重要であることが明らかとなり，接近行動と操作行動は分かち難いもので
あることが示された。こうした結果を踏まえ，今後は，さらに教育実践を積み重ねることで，外
界認知行動ー接近行動ー操作行動という枠組みそのものについても検討を進め，枠組みを補完・
再構築することが必要であること。
〈論文審査の結果の要旨〉
重度・重複障害児(者)に対する教育実践研究領域においては、従来、対人行動・コミュニケー
ション行動に関する課題や、外界の知覚・認知に決定的役割を果たす探索行動に関する課題が多
く取り上げられ実践的知見が蓄積されてきている。しかしながら、特にわが国においては、近年
の新生児救命救急医療の発展を背景として特別支援学校等に在籍する児童生徒の障害の重度・重
複化、多様化が進み、この子どもたちの抱える困難についての新たな心理学的解明と教育支援方
略の開発が喫緊の課題となっている。日常生活を支える種々の医療的ケアを必要とする最重度の
障害児が増加する一方、依然として指導方法の開発が進んでいない独自の教育ニーズをもっ子ど
もたちも少なくない。
本論文は特に、重度・重複障害児(者)の探索行動の促進に焦点を当てたものであり、その促
進に関わる諸条件を明らかにすることを目的としている。また、著者は、探索行動は、外界認知
行動、事物への接近行動および操作行動からなる一連の行動であると概念規定した上で、それぞ
れの行動展開場面に滞りを示す事例を取り上げて長期間にわたる教育的対応を行い、そこから得
られた実践的資料に基づいて検討を行っている。その結果、①外界認知行動の促進においては，
言葉かけとサインの導入により外界の情報を対象児(者)が受信しやすい情報に変換し，外界と
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対象児(者)を繋ぐことが重要であること、②接近行動の促進においては、回避行動を保障し接
近行動の発現を積極的に待つとともに自発した接近行動を捉えて働きかけを行なうこと、さらに
は、安心できる状況の中で外界を確かめることができるような状況設定が求められること、③操
作行動の促進においては、対象者の“今"発現可能な動きによって事物操作が可能となるような
状況設定を行うことが重要であること等を見出している。これまで、重度・重複障害児(者)を
対象とし探索行動のそれぞれの側面について検討した研究は多く見られるが、一連の行動全体を
取り上げて検討した研究は国内外をみても少なく、本論文の学術的意義は非常に高いと評価でき
る。
また、本論文においては、体調や応答行動の変動が著しい最重度の障害者においても外界の情
報認知が次第に高まる様子が実証的に示されたこと、手の目的的使用が困難となる Rett 症候群児
(者)に関し手や腕による操作行動の促進要件が見出されたことは、大きな成果といえる。本論
文に関しては、外界認知行動から接近行動につながる促進要件が未解明であることや、これまで
の研究によって提案されている探索行動の枠組みを本研究の成果を踏まえて再検討する課題は残
されてはいるものの、本論文は特殊教育学における研究として高い水準を保ち、重度・重複障害
児(者)に対する教育支援を考える上で示唆に富むものである。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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